
2027 年春の年会：核データ部会企画セッション提案 

 

運営小委員会 企画担当 

木村礼、北田孝典 

 

案 1：FPY データの現状と課題 

・FPY データの現状と新たな FPY 評価のニーズ 

・FPY 評価の手法 

・FPY 評価の今後の展開と応用先 

 

案 2：TSL データの現状と課題 

・主な TSL の課題（水，黒鉛など） 

・新たな材料の TSL（CaH2）とその課題 

 

案 3：「 核データ分野へのAI の応用」として AI 利用の現状と課題について、活用事例とと

もに紹介いただく 

例として、 

1,「 野村昂亮、AI「 を使った原子核のモデリング「～未知の原子核の形を予言～（北海道大学

研究ニュース「物理学部門、2026 年 5 月 20 日） 

 「 「 Microscopic「derivation「of「the「interacting「boson「model「parameters「with「machine「

learning、Physics「Letters「B、2026 年 5月 8 日） 

2,「 石塚「 知香子,「 向原「 悠太,「 吉田「 正、機械学習による核分裂生成物収率の分析と評価「ニ

ューラルネットワークを用いた FP 収率のエネルギー依存性理解の試み 

日本原子力学会誌 ATOMOΣ/68「 巻「 (2026)「6「 号/書誌 

3,「2022-23 年頃から進められている機械学習を用いた核データ評価の現状と課題、など 

 

 

 

近年の核データ部会の企画セッション（合同、共催） 

2026 秋：TRIP 事業「 (UC 元素変換)の進捗と核データへの展開 

2026 春：JENDL-5.1 の開発状況と軽水炉解析における核データ利用の課題（炉物理） 

2025 秋：次世代革新炉の開発に向けた JENDL の現状と展望（シグマ） 

2025 春：三体核力研究と核データ応用への期待（シグマ） 

2024 秋：将来の核データ「―次世代 JENDL に向けて―（シグマ） 

2024 春：ミューオン核データの進展（シグマ） 

 


